
彙

報

第

一
一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第

一
一
回
総
会
と
研
究
集
会
は

一
九
八
九
年

一
二
月
二
日
、
三
日

の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
に
お

い
て
、
約

一
五
〇
名
の
参
加
者
を
え
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
平
城
京
の
二

条
大
路
木
簡
、
滋
賀
県
の
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
出
土
木
簡
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

会
員
の
関
心
を
よ
ん
だ
。

◇

一
二
月
二
日

（土
）
（午
後

一
時
―
五
時
）

第

一
一
回
総
会

（議
長
　
鈴
木
靖
民
氏
）

最
初
に
平
野
邦
雄
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
議
長
を
選
出
し
て
議
事

に
入
っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（鬼
頭
清
明
委
員
）

今
年
度
の
新
入
会
者
は
二
三
名
、
退
会
者

一
名
あ
り
、
会
員
数
は
二
五
七
名

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
会
員
増
に
よ
っ
て
今
後
の
会
の
運
営
に
つ
い
て
再
検
討

の
時
期
に
き
て
い
る
こ
と
、
会
誌

一
一
号
の
編
集
経
過
、
頒
価
を
前
号
同
様
に

（三
八
〇
〇
円
　
送
料
四
〇
〇
円
）
決
定
し
た
こ
と
、
編
集
実
務
の
負
担
が
大
き

く
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

会
計
報
告

（綾
村
宏
委
員
）

一
九
八
八
年
度
の
収
支
報
告
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
い
て
田
中
稔
監
事
か
ら
長

山
泰
孝
監
事
と
と
も
に
監
査
を
行
い
、
会
計
の
執
行
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

一
〇
周
年
記
念
出
版
に
つ
い
て

（鬼
頭
清
明
委
員
）

記
念
出
版
の

『
日
本
古
代
木
簡
選
』
の
編
集
経
過
説
明
と
、
そ
れ
に
と
も
な

う
特
別
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

（田
中
琢
委
員
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
進
め
て
い
る
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
体
制
が

整
備
さ
れ
て
き
た
の
で
、
利
用
方
法
等
を
検
討
し
会
員
か
ら
も
意
見
を
求
め
た

い
旨
の
説
明
が
あ

っ
た
。

以
上
の
案
件
に
関
し
て
、
討
議
が
行
わ
れ
、
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

研
究
集
会

（司
会
　
和
田
奉
氏
）

木
簡
研
究
の
歩
み
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
氏

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
の
地
理
的

・
歴
史
的
環
境
　
　
　
　
　
辻
　
広
志
氏

西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
山
尾
幸
久
氏

佐
藤
報
告
は
、
木
簡
研
究
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
合
わ
せ
て
木
筒
学
会
の
一

〇
年
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
今
後
の
研
究
課
題
を
提
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
内

容
は

『
日
本
古
代
木
簡
選
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
佐
藤
報
告
に
関
連
し
て
い
平
川

南

。
倉
住
靖
彦

・
東
野
治
之

・
今
泉
隆
雄
の
各
氏
よ
リ
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。

辻
報
告
は
（　
一
九
八
五
年
以
来
七
世
紀
末
か
ち
八
世
紀
初
の
木
簡
が
出
土
し



て
注
ロィを
集
め
て
・い
る
西
河
原
森
力
内
遺
跡
に
つ
い
て
い
発
掘
の
概
要
と
遺
跡

立
地
の
環
境
に
つ
い
て
ス
テ
イ
ド
等
を
使
い
な
が
ら
説
明
が
あ
っ
た
。　
　
一

■
辻
報
告
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
同
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
山
尾
報
告
が
行

わ
れ
た
。
・そ
の
内
容
は
本
誌
に
掲
載
で
き
た
。

◇
一
二
月
三
日

（日
）
（午
前
九
時
―
午
後
三
時
）
　

ヽ

研
究
集
会

（司
会
　
壬
口
田
孝
氏

。
鬼
頭
清
明
氏

・
佐
藤
宗
諄
氏
）

一主
九
八
九
年
出
土
木
筒
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
公
章
氏

平
城
京
東
二
坊
二
条
大
路
出
土
木
簡
　
　
　
．　
　
　
　
　
渡
辺
晃
宏
氏

一
見
岡
京
左
京

下
条
三
坊
六
町

↓
十
一
町
出
土
の
木
簡
　
　
　
百
頼
正
恒
氏

森
報
告
は
、　
一一九
え
九
年
に
全
国
ぐ
木
簡
が
出
土
し
た
三
六
の
遺
跡
に
つ
い

て
、
木
簡
出
土
遺
構
と
木
簡
の
概
要
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
本
誌
に

掲
載
で‐
き
た
”
　
　
　
一・

″
渡
辺
報
告
世
▼
長
屋
王
宅
推
定
地
の
北
に
接
す
る
二
条
大
路
と
左
京
二
条
二

坊
五
坪
の
発
掘
成
果
及
び
出
土
木
街
の
報
告
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
二
条
大
路

木
簡
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
が
中
心
と
な

っ
た
。
参
加
者
の
大
き
な
関
心

を
呼
び
、
特
に
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
性
格
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
し
た
。

百
頼
報
告
は
、　
一
九
八
八
年
に
発
掘
さ
れ
四
〇
〇
〇
点
近
い
木
簡
が
出
土
し

た
長
岡
京
左
京

一
条
三
坊
六
町

。
十

一
町
の
遺
構
と
木
簡
の
概
要
に
つ
い
て
の

も
の
で
、
こ
れ
も
木
誌
に
掲
載
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

報
告
の
後
、
渡
辺
報
告
に
関
連
し
て
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
三

・
四

・
五

・

六
坪
に
あ
た
る
い
わ
ゆ
る

「東
院
南
方
遺
跡
」
に
つ
い
て
、
そ
の
遺
跡
保
存
に

万
全
を
期
す
べ
き
旨
の
要
望
書
を
、
木
簡
学
会
か
ら
関
係
機
関
に
提
出
し
た
い

と
い
う
提
案
が
会
長
か
ら
示
さ
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
お
お
む
ね
原
案
が

認
め
ら
れ
、
文
案
等
の
修
正

・
提
出
な
ど
に
つ
い
て
会
長
以
下
委
員
会
に

一
任

さ
れ
て
、
閉
会
し
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
八
九
年

一
二
月
二
日

（土
）
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
っ
て
、
会
務

・
編
集
の
状
況
、
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。　
ま
た
、

「東
廃
南
方
遺
跡
」
保
存
に
関
す
る
委
員
会

提
案
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。

◇

一
九
九
〇
年
五
丹

一
八
日

（金
）
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

一
新
入
会
員
の
承
認
、
一
九
八
九
年
度
の
会
計
報
告
、
『
木
簡
研
究
』
第

一
二
号

の
編
集
計
画
、
大
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
新
た
に
清
水
み
き

。
上
橋
誠

・
鷺
森
浩
幸

・
鈴
木
景
二
の
四
氏
に
幹
事
を
委
堀
す
る
こ
と
と
な

っ

た
。　
ま
た
、　
一
〇
ぞ

一
一
月
に
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る

「木
簡
展
」
に
つ
い
て
、
木
筒
学
会
が
協
力
す
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
期
間
中
に

公
開
研
究
会
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

◇

一
九
九
〇
年

一
〇
月
二
六
日

（金
）
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、
一
九
九
〇
年
度
の
会
計
中
間
報
告
、
『
木
衝
研
究
』
第

一

二
号
の
編
集
状
況
、
大
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
公
開
研
究
会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。



公
開
研
究
会

◇

一
九
九
〇
年

一
〇
月

一
〇
日

（水
）
　
　
於
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

木
簡
学
会
協
力
の

「木
簡
展
」
に
と
も
な
い
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
共
催
で
公
開
研
究
会
が

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
古
代
東
国
と
木
簡
」
と
題
し
て
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
会
員
及
び
会
員
外
の
参
加
を
得
て
約
三
〇
〇
名
の
参
加
者
が

あ

っ
た
。
基
調
報
告
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

相
模
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
靖
民
氏

下
野
国
府
の
木
筒

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
加
藤
友
康
氏

行
．田
市
小
敷
田
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
滝
交
二
氏

官
都
出
上
の
安
房
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
信
氏

・
上
野
目
分
守
の
文
字
瓦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一剛
沢
和
之
氏

石
岡
市
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
出
上
の
漆
紙
文
書
　
　
　
　
　
　
　
平
川

「南
氏

■
多
摩
こ

ユ
■
タ
ラ
ン
配

一
〇
七
遺
跡
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
竹
花
宏
之
氏

十”一
　

・
　

「　
一
「
．・　

　

　

　

【

・
・
・　

　

　

　

　

　

　

　

・・
一
一　

　

・

・・
一
軌
八
軌
４
疲
状
会
質
球
蝙
搭
“卜
故
北
廿
帳
官
一
・‐ヽ奈浪
堺
知
事
・捺
浪
市

張
功
ｉ
鞘
れ
上
摂
樫
導
め
塗
故
を
羽
ザ
＜
韓ネ
一　
　
・　
　
　
　
　
　
・　
・

・辛
奴
京
出
土
木
筒
の保
存
．・公
閉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
一

一　
及
び
平
城
官
東
院
南
方
遺
跡
の
県
存
に
つ
い
て
の
要
望
書
　
，
一●
　
一

■
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
の
西
北
四
坪
に
つ
い
て
は
、
百
貨
店
建
設
の
事
前
調

一査
と
し
て
二
九
八
六
年
以
来
Ｆ
今
春
ま
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、一大
量
の
長

屋
王
関
係
の
木
筒
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
地
が
長
屋
王
邸
と
推
定

さ
れ
た
こ
と
は
、，
す
で
に
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
ｒ

連
の
調
査
結
果
で
は
ぉ
長
屋
王
邸
の
北
方
に
あ
た
る
平
城
京
二
条
大
路
の
南
辺

を
北
辺
で
長
大
な
土
坑
が
発
見
さ
れ
、
そ
ｔ
か
ら
約
五
万
点
の
木
簡
が
出
土
ｔ
一

ま
し
た
。
最
近
の
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
発
表
で
は
い
木
簡
は
い
全
体
の

四
パ
ー
セ
ツ
ト
程
度
の
解
読
結
果
だ
け
で
ヽ
、
天
皇
に
供
す
る
贄
に
関
す
る
荷

札
、
聖
武
天
皇
の
吉
野
行
幸
に
関
す
る
木
簡
、
皇
后
官
や
、
皇
太
夫
人
官
子
、

さ
ら
に
は
、
当
時
の
政
界
の
中
枢
に
あ

っ
た
藤
原
麻
呂

（不
比
等
の
四
男
）
に
か

か
わ
る
木
簡
な
ど
、
天
皇
家
、
藤
原
氏
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
や
、
絵
馬
い
中

国
風
の
建
物
の
絵
を
か
い
た
板
な
ど
重
要
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
ｔ

た
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
■

こ
れ
ら
の
木
簡
の
内
容
は
、
従
来
の
文
献
史
料
か
ら
は
、
ま
っ
た
ぐ
想
像
し

え
な
い
よ
う
な
情
報
を
多
量
に
含
む
も
の
で
あ
り
、
天
平
年
間
を
中
心
と
す
る

奈
良
時
代
史
全
体
に
つ
い
て
の
再
検
討
の
必
要
を
迫

っ
て
お
ヶ
ま
す
。　
　
●

こ
の
よ
，
に
み
ま
す
と
、
先
に
出
土
し
た
長
屋
王
家
の
木
筒
と
な
ら
ん
で
、

こ
れ
ら
の
木
簡
の
充
分
な
録
存
措
置
と
速
や
か
な
調
査
と
公
開
を
行
い
う
る
組

織
の
整
備
拡
充
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
（
木
筒
が
平
城
官
東
院
南
方
遺
跡
の
南
辺
で
、
異
常
な

ほ
ど
大
量
に
出
土
を
見
た
こ
と
は
、
同
遺
跡
の
性
格
を
究
明
す
る
手
が
か
ヶ
を

あ
た
え
て
い
ま
す
。
東
院
南
方
遺
跡
は
、
あ
た
か
も
平
城
官
の
東
南
の
一
画
を

占
め
る
よ
う
な
位
置
に
あ

っ
て
、
そ
の
立
地
か
ら
み
て
平
城
官
と

一
体
の
施
設



が
営
ま
れ
て
い
た
地
域
と
推
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
多
量
な
木
筒
の
発

見
は
、
こ
の
推
定
を
強
ぐ
裏
づ
け
た
ょ
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

木
簡
学
会
と
し
て
は
、
南
に
接
す
な
長
屋
王
邸
跡
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
痛
恨
の
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。
同
遺
跡
が
長
屋
王
邸
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
時
に
は
、
す
で
ｔ
工

‐事
が
進
行
し
て
お
り
、
保
存
の
手
の
打
ち
よ
う

が
な
か
っ
た
こ
と
は
悔
や
ん
で
も
あ
ま
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
北
に

接
す
る
平
城
官
東
院
南
方
遺
跡
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
大
型
の
百
貨
店
の

進
出
に
と
も
な
う
現
状
の
変
貌
は
す
で
に
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
緊

急
に
保
存
措
置
が
構
ぜ
ら
れ
る
べ
き
地
域
と
考
え
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
検
討
し
た
結
果
、
左
記
の
二
点
を
関
係
機
関

に
要
望
し
ま
す
。

一
、
長
屋
王
家
木
簡
や
、
今
回
の
二
条
大
路
出
土
木
簡
の
保
存
、
整
理
、
公

開
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

二
、
東
院
南
方
遺
跡
の
万
全
の
保
存
措
置
を
は
か
る
こ
と

一
九
八
九
年

一
二
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
筒
学
会

編

集

後

記

一
本
誌
の
編
集
は
、
創
刊
以
来
、
佐
藤
宗
諄
氏
と
鬼
頭
清
明
氏
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
本
年
度
か
ら
他
の
委
員
が

一
年
交
替
で
引
き
う
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
十
年
に
余
る
両
氏
の
御
尽
力
に
対
し
、
会
員
諸
氏
と
と
も
に
深
く
謝

意
を
表
し
た
い
。

き
て
今
回
編
集
担
当
と
な
っ
て
、
改
め
て
痛
感
し
た
の
は
、
編
集
実
務
が
奈

文
研
の
ス
タ
ッ
フ
に
極
め
て
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け

窓
口
と
な
ら
れ
た
寺
崎
保
広
氏
の
奔
走
が
な
け
れ
ば
、
本
号
の
編
集
は
成
ヶ
立

た
な
か
っ
た
。
機
関
誌
と
は
い
え
、
二
段
組
、
二
〇
〇
頁
前
後
と
も
な
れ
ば
、

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
は
優
に
単
行
本
に
匹
敵
す
る
。
研
究
所

へ
の
依
存
は
、
本
誌
の

性
格
上
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
が
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
で
よ
い

と
は
思
わ
れ
ず
、
会
員
諸
氏
の
御
理
解
の
も
と
に
、
少
し
ず
つ
で
も
改
め
て
ゆ

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
号
の
編
成
は
、
ほ
ぼ
例
年
の
と
お
り
で
あ
る
。
お
忙
し
い
中
、
快
く
御
協

力
い
た
だ
い
た
各
地
の
発
掘
担
当
の
方
々
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た

論
文
の
方
も
、
昨
年
の
大
会
報
告
か
ら
山
尾
氏
の
論
考
を
い
た
だ
き
、
工
藤

・

春
名
両
氏
の
投
稿
二
篇
と
合
わ
せ
、
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
本
誌
の
論
文

は
、
こ
れ
ま
で
大
会
の
講
演
や
報
告
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
、
日
本
史
関
係
の

投
稿
は
概
し
て
少
な
い
。
若
い
読
者
も
含
め
、
積
極
的
な
投
稿
を
お
願
い
し
た

い
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（東
野
治
之
）


